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１ 山小屋とは？ 

 登山者が利用する「休憩」・「宿泊施設」。天候急変時には避難場所としての役割もある。 

  

２ 山小屋はピンからキリまで 

 雪や雷雨、噴火時の噴石などを避けるための簡素な無人の避難小屋から、古くから利用さ

れていて味わいのある無人小屋、管理人さんが個性的で人気のある小屋、ホテル並みの至れ

り尽くせりなサービスと施設を提供する小屋までさまざ

ま。 

 

・避難小屋（無人小屋） 

  雨風（噴石、雪崩）が防げる程度の簡素な小屋が多

い。マット、シュラフなどの寝具類、水、食料、調理器

具などを持参しないといけない。無料で利用できる場合

が多い。 

   

・営業小屋（管理人がいる有料の小屋） 

 管理人さんが食事などを提供してくれる小屋。 

観光地化している山域などでは、夕・朝２食、布団や

お風呂付、おしゃれなカフェ併設の小屋もある。 

 売店も豪華で宿泊しなくても外のテラスで飲食が

可能な小屋が多い。軽装で行けてしまうくらい便利。 

 



３ 山小屋利用時の注意点 

 

●貴重品の管理は自己責任。 

貴重品は肌身はなさず。雨具・登山靴の取り違え、盗難に注意。 

 

●水が有料のところも。トイレも有料、小屋の物価は高い。 

大抵の場合は近くに湧き水の水場があって自由においしい水をくむことができる。 

小屋によっては雨水をためた天水を利用しているところもあり、飲料水が有料のところも

ある。 

山深いところまでビールやペットボトル入り飲料などを運び上げるのには相当な手間と

お金がかかるのでその分販売価格は高め。 

トイレもし尿の処理や環境保護のために「協力金」として 1 回 100 円程度のチップ制に

しているところも多い（ただし、宿泊者、テン泊者は無料の場合がほとんど）。 

 

●避難（無人）小屋を利用する際の注意。 

避難小屋は文字通り「天候急変時」や「緊急時」に利用するもので、建前は積極的な宿泊

を前提にしたものではない。 

 ただし、避難小屋と呼ばれていても宿泊利用が可能な山小屋もあるので避難小屋と名前の

つく小屋を利用する場合には事前に下調べなどの確認が必要。 

  

●現在の営業小屋は予約必須。 

 コロナ禍ということもあり、収容人数を制限して営業している山小屋が多く、制限数を上

回る宿泊者を受け入れないところが増えてきているので必ず確認し、予約を入れること。 

 

●キャンセルの連絡は必須！ 

 都合がわるくなって山小屋を利用できなくなった場合は、かならず早めに小屋にキャンセ

ルの連絡を入れること！（キャンセル時にキャンセル料を取られることもある） 

 

●小屋には遅くても 15 時ごろには着くように計画を立てる 

 山の行動は早出早着が基本。あまり遅くなりすぎると小屋の方たちに心配や迷惑をかけて

しまうので、遅くても 15 時ごろには小屋についてチェックインをする。遅れる場合は小屋

に連絡を入れておくことも大切。 

 

●ゴミは基本持ち帰る。 

 無人小屋は当然、営業小屋も基本的に山のゴミは各自持ち帰る。 

  

●消灯後は静かに。 

 消灯後のトイレや、荷物の出し入れなどは静かに。 



４ 山小屋利用時の装備 

● 必須登山装備 通常の日帰り装備 

登山靴 履きなれたもの 

ザック 日帰り 20～30ℓ 小屋・テント泊 30ℓ以上 

ザックカバー ザックのサイズにあったもの 

ヘッドライト 電池切れがないか必ず確認。場合によっては予備電池も準備 

レインウエア（雨具） 簡易なものではなくしっかりとしたものを用意する 

水 保温・保冷のできる水筒が便利（テルモスなど） 

昼食 山行内容によって必要なときと、不要なときがある 

行動食（非常食） 好みのものを用意 

薬類 常用薬、絆創膏など・医師から処方されている薬は忘れずに！ 

ビニール袋 ゴミ入れなどに使用。ジップロックなど大小数枚程度あると便利 

手ぬぐい・タオル 1 本は必ず準備 

山行計画書・筆記具 コピーして家族などにも渡しておく 

地図とシルバコンパス 使い方も身につけて持ち歩く 

携帯電話 バッテリーの充電も出発前に確認 

健康保険証・免許証（コピー可） 万が一に備えて必ず持ち歩く 

帽子・手袋 熱中症・日焼け・ケガ予防 

コロナ対策 マスク・手指消毒液・アルコールウェットティッシュなど 

 
 

 

● 普段の登山でもあると便利（日帰り・宿泊） 

ストック 尾瀬などの木道を歩くときはゴムキャップ必須。（木道の保護） 

スパッツ 朝露・夜露で裾がぬれたり、小石が靴にはいらないように 

サコッシュ・ウエストポーチ 貴重品を持ち歩くのに便利（貴重品管理は自己責任） 

サングラス 紫外線で目が焼けないようにあると便利 

膝サポーター 膝痛を抱えている人は自分にあったものを 

日焼け止め 山は思った以上に焼けるので女性は特に必要 

虫除け ハッカ油を使った虫よけが肌にも優しく清涼感があっておすすめ 

防寒着 フリース・ウィンドブレーカー・薄手のダウンなど山に合わせて 

  
 

● 小屋泊対策あると便利  

ボディー・メイク落としシート べたつく汗拭き・虫除けや日焼け止め落としに 

耳栓 安眠対策 

歯ブラシ 歯磨き粉は使えないところが多い 

着替え メリノウールなど防臭効果のあるもので着たきりの人もいる 

携帯電話の予備電池 予備電池・モバイルバッテリー・充電器と充電ケーブルなど 




